
2022年度 個人研究実績・成果報告書 

2023年 3 月 31 日 

所属 国際教養学部 職名 教授 氏 名 久保 裕也 

研究課題 Pathways:学修と就活の進捗状況を学生が自己管理し教員が支援するためのアプリ開発 

研究キーワード 
学習支援、キャリア教育、

SNS 

当年度計画に対す

る達成度 

2.順調に研究が進展しており、期待どおり

の成果が達成できた 

関連する 

SDGs項目 

4.質の高い教育をみん

なに 

8.働きがいも経済成長

も 
該当なし 該当なし 

１．研究成果の概要 

大学生の学修と就活の進捗状況を学生が自己管理すること、さらには、必要に応じてそれを教員が支援す 

ることなどを目的とし、PC 上とスマートフォン上で動作するアプリを開発することを目的とし研究を実施し

た。その成果物として、当初計画を具体化したものとして、(1)「海外留学中の学生からの健康報告および定期

報告システムの開発およびその活用に関する指導」と、(2)「就活開始期の学生のエントリーシート作成支援用

フォームの作成およびその活用に関する指導」という 2 つの教育システムを構築し，実際に国際教養学部の教

育に導入した。(1)については with コロナ時代における留学を支援し、主体的な目標管理とその達成状況の記

録を行うシステムとして、また健康観察状況を把握し体調不良の学生への支援・指示出しなどを行う際に、大

いに役に立つこととなった。(2)についてはベネッセ i-キャリアによる GPS-Academic の全員受験と連動させ

る形として、留学を含めた学修履歴から自分の強みを発見し自己 PR 文として文章化する教育手法として確立

させ、国際教養学部 2019 年入学者の就活支援において活用を開始した。 

また、上記個人研究とは別途の研究テーマとして、独立行政法人日本貿易振興機構アジア経済研究所から 2022

年 6 月より 2023 年 3 月まで特任研究員を委嘱され、経済地理シミュレーションシステムの研究開発に従事

し、シミュレーションのカーネルのモジュール化・並列化を通じた省メモリ・高速化に取り組んだ。 

※(1) 海外研修 2022 秋 ダッシュボード/健康観察報告・定期報告フォーム、健康観察報告ダッシュボード 

  

 

 

 



※(2) 国際教養学部自己 PR 文作成フォーム 

 

 

２．著書・論文・学会発表等（査読の有無及び海外研究機関等の研究者との国際共著論文がある場合は必ず記載） 

【論文（査読あり）】 

なし 

【著書・論文（査読なし）】 

Kumagai,S., Hayakawa,K., Isono,I., Gokan,T., Keola,S., Tsubota,K. Kubo,H., Simulating the decoupling 

world under Russia's invasion of Ukraine: an application of IDE-GSM, IDE Discussion Paper No. 874 (2023/01) 

熊谷 聡・早川 和伸・後閑 利隆・磯野 生茂・ケオラ・スックニラン・坪田 建明・久保 裕也 

「世界を見る眼」「デカップリング」が世界経済に与える影響:――IDE-GSM による分析, IDE スクエア

(2023/01) 

 

【学会発表等】 

久保裕也・熊谷聡「Java で実装した空間応用一般均衡分析モデルでの OpenMP と CUDA の利用」, 情報処理

学会第 85 回全国大会,情報処理学会(2023/03). 

３．主な経費 

液晶モニタ、データバックアップ用の SSD メモリ、マウス、ケーブル、プレゼンテーション用リモコン、コ

ピー用紙、トナー、書籍（空間計量経済学関係）、 

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

なし 

（本文は 2ページ以内にまとめること） 

 

 


